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農
業
経
営
の
目
的
ば
、
で
き
る
だ
け
高
い
、
費
用
及
び
利
子
控
除
の
純
収
益
公

B
E
g
-汚
F
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r
§
2
5
t
m
H
g
H
Z
E
N
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E
P
1
2
同
巳
富
岡
田

E
間
)
換
言
す

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
高
い
地
代
主
君
富
岡
笹
山
。

razrcrops--沼
田
勺
)
を
ゐ
げ
る
に
あ
り
と
あ
れ
る
o

こ
の
場
合
、
純
収
益
は
地
代
な
る
が
故
に
耕
地
単
位
面

積
に
そ
く
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
い
ま
、
ラ
ウ
ル
に
倣
っ
て
純
一
収
益
を
む
、
経
営
費
を
ん
と
す
れ
ば
、
純
収
益
R
は
次
の
如
く
あ
ら
わ
さ
れ
る
o

(
註
)

対

H
河
国

l
切
恥

け
だ
し
、
農
業
経
営
の
目
的
は
こ
の

R
を
長
大
な
ら
し
む
る
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
o
し
か
し
て
、
こ
れ
を
反
当
り
に
つ
い
て
考
え
る
。

(
註
)
ラ
ウ
ル
の
い
う
経
営
費
の
中
に
は
資
本
利
子
が
含
ま
れ
て
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
純
収
益
と
プ
ワ
シ
グ
マ
シ
の
純
収
益
と
は
一
致
し
な
い
の
然
L
、

実
際
調
査
、
例
え
ば
、
生
産
費
調
査
な
ど
の
結
果
に
よ
る
も
、
資
本
利
子
の
比
重
は
極
め
て
小
さ
く
、
い
ま
、
こ
の
両
者
の
差
異
を
無
視
し
て
進
む

も
、
結
論
に
大
差
な
い
。
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然
ら
ば
、
如
何
な
る
条
件
の
下
で
、
純
収
益
が
最
・
大
に
な
る
か
は
、
そ
の
最
も
抽
象
的
な
形
に
お
い
℃
は
、
既
に
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
限
界
収
益
と

限
界
経
蛍
費
と
が
一
致
す
る
点
こ
れ
で
あ
る
o

こ
れ
は
又
次
の
如
く
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
o

い
ま
、
生
産
要
索
を
、

x、
た
え
そ
の
単
位
価
絡
を
各
h

H
、
内
、
ば
、
と
す
る
と
き
、
各
要
素
の
限
界
生
産
力
、
同
問
，
仁
川
4
f
山
崎
ー
が
各
単
位
価
絡
と
一
致
す
る
点
、
即
ち
、
a

回

H
.

回

日

、

白

内



。)I Q) 
旬 i-E-
11 
.". 

s降
、

な
る
条
件
の
下
で
純
収
益
は
最
大
に
な
る
。

然
し
、
こ
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
、
組
収
益
が
最
大
の
と
き
に
純
収
益
が
最
大
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
o
寧
ろ
、
一
取
的
に
は
、
限
界
収
益
と
限
界
経
蛍

費
と
が
一
致
す
る
点
を
こ
え
て
も
、
な
お
反
収
は
増
加
し
、
従
っ
て
、
粗
収
益
が
増
加
す
る
が
、
純
収
、
益
は
逆
に
減
少
す
る

U
考
え
ら
れ
て
い
る
。

然
し
こ
の
関
係
が
現
実
の
経
営
面
で
そ
の
ま
ま
あ
内
わ
れ
る
と
は
い
え
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、
単
純
化
さ
れ
た
、
殊
に
、
静
態
の
条
件
の
下
で
考
え
ら
れ
た
も
の

と
、
現
実
の
条
件
の
下
で
お
き
る
も
の
と
の
聞
に
は
相
当
の
距
離
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
し
か
し
て
、
粗
収
益
が
増
加
し
て
も
純
収
益
が
減
少
す
る
か
ど
う
か
は

生
産
さ
れ
る
作
物
と
生
産
要
素
と
の
単
位
価
絡
の
相
対
的
関
係
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
叉
、
抽
象
理
論
的
に
は
、
生
産
要
素
量
と
収
穫
量
と
の
菌
数
関
係
が

連
続
的
な
も
の
で
あ
り
、
任
意
に
分
割
可
能
な
も
の
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
然
し
、
現
実
的
に
は
、
両
者
の
関
係
は
、
寧
ろ
、
不
連
続
、
段
階
的
に
あ
ら
わ
れ

る
o
何
と
な
れ
ば
、
要
素
が
現
実
に
作
用
を
も
っ
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
有
効
単
位
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
関
係
は
更
に
具
体

的
に
措
定
、
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
若
干
の
実
験
成
績
及
び
統
計
調
査
を
通
じ
で
、
帰
納
的
に
、
如
何
な
る
条
件
の
下
で
純
収
益

が
最
大
に
な
る
か
を
検
討
し
て
み
た
レ
と
思
う
o
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な
る
式
に
お
レ
て
、

R
の
最
大
は
、
む
を
で
き
る
だ
け
大
き
く
す
る
と
共
に
、
そ
れ
に
見
合
う
ん
を
で
き
る
だ
け
小
な
ら
し
む
る
こ
と

に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
て
む
は
反
当
収
益
に
そ
の
作
物
の
単
位
価
格
を
乗
じ
わ
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
作
物
の
単
位

価
格
は
経
営
外
的
な
条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
経
営
に
と
っ
て
は
与
え
ら
れ
た
条
件
で
あ
る
か
ら
、
組
収
益
(
口
町
)
は
反
収
が
最
大
の
と
き
に
最
も
大
き
く
な

る
。
そ
こ
で
、
問
題
は
、
反
収
の
増
減
と
経
営
」
費
と
が
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
考
究
す
る
に
先
立
っ
て
注
意
す
べ
き
は
、
経
営

費
の
中
に
は
反
収
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
愛
化
し
な
い
費
用
、
例
え
ば
、
土
地
負
担
の
如
き
も
の
と
、
反
収
の
多
少
に
よ
っ
て
琵
化
ナ
る
費
用
、
例
え
ば
、
肥
料

先
づ
、



費
の
如
き
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
o
前
者
を
固
定
費
、
後
者
を
可
変
費
と
名
付
け
る
。
し
か
し
て
「
個
々
の
経
償
費
単
位
K
対
応
寸
る
組
収
益
の
増
加
は
一
定

の
限
界
か
ら
次
第
に
低
下
し
、
遂
に
全
〈
消
失
す
る
」
と
い
う
「
こ
の
法
則
性
は
実
に
凡
ゆ
る
種
類
の
耕
一
種
費
に
妥
当
す
る
叫
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て

肥
務
費
を
中
心
に
考
え
る
o
肥
判
明
費
は
経
儀
費
の
中
で
最
も
主
要
な
も
の
で
為
る
か
ら
で
や
め
る
。

制
さ
て
、
最
も
単
純
な
場
合
と
し
て
、
喝
。

-zd『
の
ポ
ッ
ト
試
験
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
。
そ
れ
は
施
肥
量
の
増
加
に
よ
っ
て
春
播
ラ
イ
麦
の
収
量
に
如
何

な
る
変
化
を
生
ず
る
か
を
試
験
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
収
穫
逓
減
の
法
則
の
例
証
を
し
て
昭
島
々
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
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収
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滅
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v
と
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ば
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段
階
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け
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純
収
益
(

R

)

は
次
の
如
く
あ
ら
わ
さ
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四

こ
の
場
合
、

y
∞h
V
I
N
-

印、vo
即
ち
も
お
司
、
な
る
条
件
、
換
言
す
れ
ば
、
ラ
イ
麦
価
絡
が
肥
料
価
絡
の
約
一
四
倍
よ
り
高
い
と
い
う
条
件
さ
え
あ
れ

ば

』
ぴ
〉
?
〉
』
州
民
〉
伊
〉
』
州
国

叉

河
町
〉
』
刷
。
〉
河
叶

で
あ
る
か
ら
、
収
量
高
の
段
階
に
お
い
て
純
以
益
(

R

)

が
最
も
大
会
く
な
る
o
然
る
に
、
現
実
的
に
は
一
般
に
可
〉
』
ミ
即
ち
、
穀
物
価
絡
は
肥
斜
価
格
よ
り

(
註
)

高
い
と
い
う
関
係
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
成
立
つ
υ

(
註
)

例
え
ば
、
北
海
道
農
村
自
由
物
価
(
統
計
調
査
事
務
所
調
)
に
よ
り
二
十
八
年
一
月
の
使
米
、
大
麦
、
大
豆
及
び
硫
安
の
貫
当
り
価
務
を
計
算
す
る

に
次
の
如
〈
で
あ
る
。

復
米
(
白
)
三

O
八
円
、
大
麦
一
五
九
円
、
大
豆
ニ

O
六
円
、
硫
安
九
九
円

(t.) 

次
に
、
窒
素
の
施
与
量
と
水
稲
(
中
生
栄
光
)
籾
収
量
と
の
関
係
を
石
塚
教
授
の
実
駄
に
つ
い
て
み
る
に
次
の
如
〈
で
ゐ
る
。
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備
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琴
似
、
北
農
試
水
田
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験

共
通
肥
粉
、
過
燐
酸
一
五
賞
、
硫
加
四
貰
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4O | 

即
ち
、
籾
の
収
量
は
窒
素
施
与
量
の
増
加
と
共
に
増
加
し
、
窒
素
コ
一
貫
目
で
収
量
は
最
高
に
達
し
あ
と
は
漸
減
す
る
。
し
か
し
て
教
授
は
、
各
区
に
お
け
る

生
産
玄
米
代
金
か
ら
肥
料
代
を
差
引
い
た
収
益
を
計
算
し
、
窒
素
三
貫
目
区
、
即
ち
、
反
収
最
も
高
き
区
、
に
お
い
て
収
益
が
最
高
に
達
す
る
こ
と
を
示
し
て

ー (1)

石
塚
喜
朗
、
田
中
明
水
稲
に
対
す
る
肥
料
最
適
施
与
量
決
定
に
関
す
る
研
究
(
第
一
報
)

北
海
道
米
作
研
究
会
研
究
報
告
第
一
号
昭
和
二
十
六
年
一
二
月
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退
す
る
。
レ
芝
、
各
段
階
の
純
収
益
(

R

U

を
計
算
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
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と
な
る
o

し
か
し
て
、
こ
こ
に
、
…
可
l
h
J
C
な
る
条
件
、
聖
一
目
す
れ
ば
単
位
収
量
の
価
路
が
単
位
可
愛
費
の
二
倍
よ
り
大
き
い
と
い
う
条
件
さ
え
あ
れ
ば

均
仇
…
〉
河
ω
〉
』
川
崎
〉
河
同

そ
し
て

P
V
F
で
あ
っ
て
、
第
F
段
階
、
即
ち
、
反
当
収
量
最
大
の
と
き
の
純
収
益
が
最
大
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
o

そ
れ
が
、
ー
…
?
ず
八
。
、
換
吾
一
回
せ

ば
、
単
位
収
量
の
価
絡
が
単
位
可
斐
費
の
二
倍
よ
り
小
な
れ
ば
、
最
高
反
収
と
最
高
純
収
益
と
が
一
致
し
な
く
な
り
、
最
高
反
収
を
得
る
前
に
費
用
投
下
を
や
め

て
し
ま
わ
〈
て
は
な
ら
ぬ
o
従
っ
て
、
農
産
物
の
価
格
よ
り
肥
料
そ
の
他
の
可
変
費
用
部
分
の
価
絡
が
騰
貴
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
即
ち
、
欽
状
価
格
差
が
激
し
〈

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
経
営
は
粗
放
に
な
っ
て
、
最
高
反
収
を
あ
げ
得
な
く
な
る
。

次
に
、

P
H』
vin
の
関
係
で
あ
る
が
、
』
V
M
引
の
な
る
状
態
、
換
言
せ
ば
、
固
定
費
、
例
え
ば
公
租
会
謀
、
土
地
負
担
の
よ
う
な
費
用
が
単
位
収
穫
量
の
価
絡

に
等
し
い
か
、
そ
れ
よ
り
高
い
場
合
に
は
、
そ
の
作
物
は
作
付
け
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
固
定
費
の
多
い
と
ミ
ろ
で
は
、
ど
う
し
て
も
、
単
価
の
高
い
作
物
が
栽

繕
さ
れ
る
所
以
で
あ
り
、
単
価
の
や
す
い
作
物
を
入
れ
る
に
は
固
定
費
を
引
き
下
げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
牛
乳
生
産
の
よ
う
な
畜
産
に
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、
更
に
一
頭
当
純
収
益
を
飼
粉
畑
の
地
代
に
還
元
し
て
考
察
す

る
必
要
が
あ
ら
う
。
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間
更
に
、
一
層
複
雑
な
条
件
下
に
あ
る
実
際
の
永
田
経
嘗
の
場
合
の
純
収
益
と
反
収
と
の
関
係
を
、
昭
和
二
十
六
年
度
北
海
道
米
生
産
費
調
査
資
料
に
つ
い

て
例
一
示
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
o
い
ま
岩
見
沢
市
の
一

O
一
戸
の
調
査
農
家
に
つ
き
反
当
収
量
、
反
当
生
産
額
、
反
当
費
用
段
び
に
純
収
益
を
計
算
し
、
反
収
の
・
大

き
い
順
に
寵
列
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

益

育

リ

門

m円

ω
川

竹

円

引

m
m
m
n
4
m
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収
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R
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U

Q

J

n

u

一

正

「

引

引
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内
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郡
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へ
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m
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刀

一

X
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乙

乙

乙

し

し

ん

し

し

し

し

し

一

反
一

号
一
番
一
家
一
農
一

No. 8 

2 

K
J
1・
0
J
f
o
q
J

10 

7 

3，034 

4 

平均

こ
の
表
を
一
見
し
て
気
付
ぐ
こ
と
は
、
最
高
反
収
の
八
番
農
家
に
お
い
て
純
収
益
が
最

も
高
〈
、
反
収
の
最
も
低
い
四
番
農
家
に
お
い
て
純
収
益
が
最
も
低
い
こ
と
、
し
か
も
反

収
の
高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
純
収
益
が
高
〈
な
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
い
ま
、
試

み
に
こ
の
両
者
の
相
関
係
数
を
計
算
ナ
る
に
、

d

M

叶
叶
印
問
。
品
「

H

叩
ぃ
十

i

l

i

l

-

H

+
。・沼

道
担
、
」
て

1
H
A
)
X
M印
印

X
M
m
w
M
M
W

で
あ
っ
て
]
殆
ど
完
全
』
に
近
い
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
反
収
が
高
け
れ
伊
高

い
ほ
ど
純
収
益
が
高
い
。
こ
れ
に
反
し
、
反
収
と
反
当
費
用
と
の
聞
に
は
殆
ど
相
関
関
係

は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
係
数
は

斗

君!M
3J災
11 

....， 
安11
日 Iw
ι"1;::恥
(J1t:h: 
X 1'0 。u竺
<.11，' ∞l 
11 

ミー
ドd

争

で
あ
っ
て
、
反
収
の
高
い
と
こ
ろ
必
ず
し
も
費
用
が
高
い
わ
け
で
な
レ
こ
と
を
示
す
。

3 

以
上
の
観
察
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
得
る
結
論
は
、
農
業
経
営
の
目
的
実
現
の
た
め

の
必
要
命
題
は
、
先
。
つ
反
収
の
増
加
、
換
言
す
れ
ば
、
土
地
生
産
力
の
増
大
-
と
い
う
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。

L
か
も
土
地
生
産
力
の
増
大
が
無
制
限
に
費
用
の
増
加

を
伴
う
に
非
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

抑
々
、
今
日
、
経
蛍
費
め
主
要
内
容
を
な
す
は
労
力
賓
と
肥
粉
費
と
で
み
め
る
。
例
え
ば
、
昭
和
二
十
六
年
度
農
業
省
北
海
道
農
産
物
生
産
費
調
査
に
よ
る
も
、

七



A 

費
用
の
号
ち
労
カ
費
の
占
め
る
割
合
は
、
米
に
お
い
て
四
六
・
五
%
、
秋
小
麦
三
四
・
三
%
、
春
小
卓
会
一
四
・
六
%
、
燕
麦
三
五
・
八
%
、
一
般
馬
鈴
薯
二
五
・

三
%
、
種
子
馬
鈴
薯
二
九
・
四
%
、
大
豆
四
一
・
四
%
と
な
っ
て
い
る
o
町
村
材
費
は
米
一
二
・
五
%
、
秋
小
麦
三
四
・
三
%
、
春
小
麦
二
四
・
二
%
、
燕
麦
二
七
，

也
%
、
一
般
馬
鈴
薯
三

0
・
三
%
、
種
子
馬
鈴
薯
二
八
・
三
%
、
大
豆
一
五
・
五
%
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
肥
料
費
の
中
に
は
自
給
肥
戦
が
相
当
の
比
重
を
占
め

て
い
る
か
ら
、
肥
料
費
の
中
に
は
実
質
的
に
は
労
力
費
と
看
倣
す
べ
き
も
の
が
相
当
は
い
っ
て
い
る
o
自
給
畜
力
費
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
、
労
力
費

と
り
わ
け
実
質
的
な
労
力
費
の
大
小
が
経
蛍
費
の
大
小
を
全
面
的
に
左
右
す
る
と
い
う
も
過
言
で
な
い
。
然
る
に
、
労
働
力
の
価
格
は
、
農
産
物
の
価
格
の
場
合

と
向
様
に
、
経
蛍
に
対
し
与
え
ら
れ
た
条
件
で
あ
る
o
よ
っ
て
経
蛍
費
の
節
約
は
労
働
を
如
何
に
節
減
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
o
幸
に
土
地
生
産
力
の
増
大
は

労
働
力
の
増
投
を
直
接
的
原
因
と
す
る
も
の
で
な
レ
。
即
ち
、
肥
料
の
改
善
、
増
投
、
品
種
改
良
、
土
地
改
良
等
々
の
直
接
的
結
果
勺
φ

ぬ
っ
て
、
こ
の
場
合
労
働

力
の
矯
投
が
あ
っ
て
も
、
い
わ
ば
結
果
で
ら
っ
て
、
こ
れ
が
土
地
生
産
力
増
大
の
原
因
で
な
い
。
従
っ
て
、
土
地
生
産
力
と
労
働
生
産
力
d
増
大
は
、
元
来
併
進

寸
る
性
質
の
も
の
で
為
り
、
こ
の
点
は
既
に
実
証
的
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
農
業
経
営
の
目
標
は
農
業
生
産
力
の
増
強
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
o

し
か
し
て
、
農
業
生
産
力
の
増
強
は
、
農
民
経
済
的
に
問
題
の
核
心

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
経
営
経
済
的
に
も
問
題
の
中
心
で
必
め
る
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
o

(1) 

一
七
七
頁

例
え
ば
、
桜
井
豊
、
農
業
生
産
力
論
、
帥
拙
著

農
業
の
危
機
と
復
興

(
一
九
五
一
一
一
・
四
・
二
五
)


